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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜患者様連絡事項＞
・金田　英美様～15：30　西病棟より転入となる。

・山下　幸子様～7/31　14時、GH「ミライフル」入所の為退院。
　　　　　　　　初外来　8/26　11：30で予約している。

＜要注目患者様ケース検討＞
・赤石　陽介様～バイタルサイン異常なし。食事は全量摂取している。

＜小柳Ｄｒ診察＞
・処方、指示変更なし。

＜柞木田Ｄｒ診察＞
[bookmark: _GoBack]・十日市　由紀子様～酸化マグネシウム2T→3Tに増薬、またグーフィス追加処方となる。

・中居　敬悦様～バルプロ酸ナトリウム(200)→(100)に減薬、他同内容で7日分処方。

◎7月の病棟勉強会
精神科作業療法～北病棟でのとりくみ～
★精神科作業療法とは？
患者様が、よりよい生活を送ることができるように、作業活動を通して治療・指導・援助を行うリハビリテーションのこと。

具体的に👇以下のような活動を通して、心身の機能回復や社会参加を促す
【創作活動】
絵画、陶芸、手芸など、個人の興味や能力に合わせた活動を通して、集中力や達成感を味わう
【グループ活動】
料理、掃除、園芸など共同作業を通してコミュニケーション能力や協調性を高める
【日常生活動作訓練】
食事、入浴、着替えなど、日常生活に必要な動作訓練を実施し自立した生活をサポートを行う

★患者様が自分らしい生活を送れるように、個別のニーズに合わせて様々なアプローチを行う

＜昨年度の北病棟での取り組みの紹介＞
病棟内園芸：創作・表現活動として自己表現を促すことや心地よい刺激を活用したストレス軽減、他者とのコミュニケーションの拡大などを図るため。
バス外出（はっち・美術館）：地域・社会生活に触れ、社会情勢に合わせた生活の変化を体験・認識する機会を提供するため。
女子会（ニュータウン）：化粧療法を用いて外出への意欲を引き出し、心理的・生理的な治療効果を提供するため。
女子会（ケーキと談笑）：車椅子や歩行状態が悪くバス外出への参加が難しい患者様対象とし、楽しさ・喜び・活気・満足感・心地よさなどの生きがいを感じる体験を提供するため。
バス外出（ニュータウン）：公共交通機関（バス・電車）などの利用や、金銭管理、外出のための整容など日常生活の管理し退院後の生活をイメージできる機会を提供するため。
病棟内夏祭り：生活での季節感や生きがいなどを感じる場。今回は日本の夏の風物詩といえる「縁日」から懐かしい思い出と共に楽しいひとときを感じられる時間を提供するため。
実行委員会→計画性や協調性、コミュニケーション能力の獲得や不満や不安の発散、社会性を育むため。
お盆行事（流しそうめん）：日本の伝統行事として、ご先祖様への感謝の気持ちを伝える機会を提供。夏バテ防止のため。
男子会（ニュータウン）：公共交通機関（バス・電車）などの利用や、金銭管理、外出のための整容など日常生活の管理。社会性を育めるように。
栗芋ごはん作り：生活での季節感を感じるため。園芸療法での収穫物を活かし、食べる楽しみや食に関する知識や選択力を身につけるため。
ハロウィンパーティー：生活での季節感や文化的な行事を感じるため。文化に触れながら、他患者様たちとの交流を通して行事を楽しむ時間を提供するため。
バス外出（ラピア）：食事や買い物を通じて、楽しさ・喜び・活気・満足感を感じる体験、公共交通機関（バス・電車）などの利用や、金銭管理、退院後の生活をイメージできる機会を提供するため。
クリスマス会：生活での季節感や文化的な行事を感じるため。文化に触れながら、他患者様たちとの交流を通して行事を楽しむ時間を提供するため。
調理プログラム（せんべい汁）：コンロ、電子レンジといった調理器具を使用する体験や自分自身で作った物を食べる達成感が味わえる活動とするため。
調理プログラム（お菓子作り）：コンロ、電子レンジといった調理器具を使用する体験や自分自身で作った物を食べる達成感が味わえる活動とするため。


★様々なプログラムを提供することで、気分転換やストレス発散、生活リズムの改善、対人関係の向上、自信の回復などたくさんの効果が見込まれ、地域社会への復帰を促すための重要な要素となります。

★今後も患者様が楽しみながら取り組み、その中で地域社会への復帰へ繋げられるようプログラムを実施していこうと思っています。
病棟スタッフのみなさま！ご協力お願いいたします！
